
               

   
 

 

 

 

 

 

 

                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

中山地区公民館 
伊予市中山町出渕 2-138-1 

T E L  967-1111 

F A X  967-1101 

中山町（1２月末現在） 

人 口 3,239 人 

男性 1,526 人 

女性 1,713 人 

世帯数 1,386 戸 

 

中山地区公民館 
伊予市中山町出渕 2-138-1 

T E L  967-1111 

F A X  967-1101 

中山町（４月末現在） 

人 口 3,036 人(-5) 

男性 1,437 人(-4) 

女性 1,599 人(-1) 

世帯数 1,3５5 戸(-2) 

 

・・・館長のひとりごと・・・ NO.２４  

 

 

 

中山町泉町 菅原天満宮（伊予市指定天然記念物） 
マキ科。幹回りは胸高 135ｃｍ、樹高 20ｍ、推定樹齢 150年。「ナギ」は西

日本の暖地に自生する常緑高木で、雌雄異株。古代から社寺や庭に植えられ、春

開花し、雌株では秋に球形の実を付ける。葉には平行に 20～30本の葉脈があっ

て、縦に引っ張ると切れにくく、チカラシバの別名がある。このことから夫婦円

満の縁起の良い木とされる。また、「ナギ」は「凪」、平穏に通じるともいわれて

いる。  （中山史談会） 

  
 

２０１８年６月号 

ななかかややままタタイイムムスス 

中山地区公民館だより 

 

今年度から中山地域事務所

は、22時～翌８時 30分の間、

職員が不在です。 

会議室・体育施設等を利用す

る方は、必ず 22 時までに、鍵・

日誌の返却を済ませて下さい。 

 

今年も梅雨入りの季節がやってきた。急に蒸し暑くなり身体がなかなか季節につい

ていけません。ところで５月の連休期間中、皆さんはいかが過ごされましたか？私は

その一日、町内で行われた「れんげ祭り」を訪ねました。今年はレンゲの花が咲いて

なく少し残念でしたが、祭りでは地区の皆さんがステージ上で行われる演芸を楽しみ、

自らも楽しく踊りを披露する。スタッフは「祭りの目的はみんなが集まり、楽しい一

時を過ごすこと」と話す。多くの老若男女が集まり皆さん笑顔があふれていた。確か

に、レンゲが咲かなかったのは残念だったけれど、お祭りを通じて種まきは十分でき、

今年も「つながり」という沢山の美しい花が咲いたことと思います。 

夜間、「会議室・体育施設」 

使用について 

           

 

 

 

・伊 予 市 長 賞 岡田  章   ・伊 予 市 長 賞 宮崎 廣實 

・伊予市教育長賞 長田 直一   ・伊予市教育長賞 松本 正光 

・中山地区公民館長賞 宮崎 廣實   ・中山地区公民館長賞 岡田  章 

・中山町文化協会長賞 松本 正光   ・中山町文化協会長賞 上岡 貞義 

・中 山 支 館 長 賞 門田 重明   ・中 山 支 館 長 賞 長田 直一 

・中山町さつき愛好会長賞 西山 一幸   ・中山町さつき愛好会長賞 門田 

「さくら」の部 「花舞妓」の部 

「第３３回中山さつき展競技花品評会」入賞者（敬称略） 
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写真左＝「さくら」の部 岡田 章

さん（日南登）・写真右＝「花舞妓」

の部 宮崎 廣實さん（泉町一丁目） 

「
第
３３
回
中
山
さ
つ
き
展
」
が
５
月
２２
日
か
ら
２４

日
ま
で
中
山
地
域
事
務
所
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
「
中

山
さ
つ
き
愛
好
会
」
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て

育
て
た
作
品
約
５０
鉢
が
展
示
さ
れ
来
庁
者
の
皆
さ
ん

ら
が
観
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

な
お
、
２
１
日
に
は
競
技
花
の
審
査
会
も
開
か
れ
、
出
品
さ
れ

た
中
か
ら
「
さ
く
ら
」
の
部
で
岡
田 

章
さ
ん
（
日
南
登
）
の

作
品
・
「
花
舞
妓
」
の
部
で
は
、
宮
崎 

廣
實
さ
ん
の
作
品
が

最
も
優
れ
て
い
た
と
し
て
伊
予
市
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。 

「伊予市長賞」受賞のお二人 

「さつき展」に備え自慢の 

さつきの手入れを行う会員 

愛
好
者
が
丹
精
込
め
た
力
作
を
展
示 

 

剪定等手入れ方法の講習会 

が開かれました。 

 

出品された鉢の話に花が 

咲いていました。 

地域事務所ロビーで開催された

「第 33 回中山さつき展」 

「
さ
く
ら
」
の
部 

市
長
賞 

岡
田 

章
さ
ん
の
作
品 

「
花
舞
妓
」
の
部 

市
長
賞 

宮
崎 

廣
實
さ
ん
の
作
品 

 
「中山わんぱく塾」塾生随時募集しています 

～みんなと一緒に楽しい放課後を過ごしませんか！～ 

本年も地域の方々のご協力のもと、子どもたちが放

課後、安心して楽しい時間を過ごせる場所づくりとし

て、中山町子ども教室「わんぱく塾」が６月 13 日（水）

から始まります。 

 「中山わんぱく塾」では塾生を随時募集します。 

【開 塾 日】毎週水曜日午後４時から（夏休み中は午前中） 

【募 集 対 象 】中山小学校児童 

【お問合わせ】教育委員会中山事務所まで（967-1111） 

1 金

2 土 第30回伊予中山ホタルまつり

3 日 中山支館一斉清掃＆防災対策

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水 中山・佐礼谷わんぱく塾開塾式

14 木 佐礼谷老人クラブ視察研修

15 金

16 土

17 日 第２１回野中支館球技大会

18 月

19 火

20 水 中山・佐礼谷わんぱく塾

21 木

22 金

23 土 佐礼谷老人クラブ奉仕作業

24 日

25 月

26 火

27 水 中山・佐礼谷わんぱく塾

28 木

29 金

30 土

６月の行事予定



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

中山史談会・ボランティアガイド会員清掃活動 永木 藤の郷川で 魚釣り・川遊び会 中山地区公民館運営委員会 開催 永木支館 地域研修で高知方面へ 

 

５月 18日、「中山史談会」、「ボランティアガイド」の皆

さんが旧脇本陣玉井家の清掃作業を行いました。 

 見学に訪れた皆さんを気持ちよくお迎えをしようと年間

３回行っている作業。当日は、会員６人が持参した作業道

具を手に庭木の剪定や雑草の草ひき等に汗を流しました。 

５月３日、永木地区のボランティアグループ「清流 藤

の郷
さと

会」のメンバーによる「魚釣り・遊び会」が行われ

ました。 

 当日は、会員が藤の郷川に約２００匹のニジマスを放

流。連休で帰省した家族連れなど約６０人が思い思いに

釣りや魚つかみを楽しみました。 

５月 20日、地域の皆さん 25 人が参加し永木支館地

域研修が行われ、高知県の「坂本龍馬記念館」「道の駅 南

国風良里」などを訪れました。 

４月にリニューアルオープンし、「龍馬の殿堂」と称

した「坂本龍馬記念館」では龍馬の生涯を実物の資料等

でたどることができ、有意義な研修となりました。 

５月 17日、中山地区公民館において「第１回中山

地区公民館運営委員会」が開催され、今年度の運営方

針、事業計画等について協議が行われました。 

また、人口減少がますます進む中山地区において、

公民館活動が地域のつながり、人とのつながりを深め

合う大切な役割を担っていることを再確認しました。 

 
れんげ祭りの舞台裏  

準備もワイワイガヤガヤと楽しく！ 

   

   

 

 

 

４
月
29
日
、
田
植
え
前
の
田
ん
ぼ
に
テ
ン
ト
が
並

び
ス
テ
ー
ジ
が
で
き
る
。
そ
し
て
青
空
の
下
、
地
域

の
み
な
さ
ん
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
泉
町

一
丁
目
実
行
委
員
会
に
よ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
れ
ん

げ
祭
り
だ
よ
！
一
丁
目
」。
平
成
９
年
か
ら
始
ま
り
、

今
回
で
１０
回
目
。
始
め
た
き
っ
か
け
を
、
先
輩
と
の

会
話
の
中
で
「
花
見
で
も
し
て
み
ん
な
が
集
ま
っ
た

ら
え
え
な
あ
・
・
」
の
一
言
が
始
ま
り
。
こ
の
こ
と

を
み
ん
な
に
話
す
と
「
面
白
い
。
ど
う
せ
や
る
な
ら

田
ん
ぼ
の
中
で
や
っ
て
は
・
・
・
」
と
み
ん
な
が
賛

成
。
し
か
し
、
い
ざ
開
催
す
る
と
な
る
と
、
何
を
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
全
く
分
か
ら
ず
、
第
一
回
目
は

手
探
り
状
態
の
ま
ま
何
と
か
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
当
時
を
懐
か
し
む
。 

「れんげ祭り」実行委員長 

平磯 章 さん 

～スタッフみんなで力を合わせて～ 

 

 

「れんげ祭り実行委員会」の皆さん 

 
 

れ
ん
げ
祭
り
の
素
晴
ら
し
さ
は
楽
し
い
内
容
だ
け
で

な
く
、
当
日
の
運
営
に
地
区
の
殆
ど
の
人
が
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
。
そ
の
ス
タ
ッ
フ
の
数
は
約
４０
人
。「
ひ
ま
わ

り
の
会
」
の
女
性
グ
ル
ー
プ
有
志
が
料
理
を
作
り
。「
ふ

れ
あ
い
の
会
」
の
グ
ル
ー
プ
は
出
し
物
の
練
習
を
行
う
。 

10
年
も
続
け
ら
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、「
み
ん
な

の
協
力
が
あ
る
か
ら
。
み
ん
な
が
ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し
く

や
る
。
そ
れ
が
一
番
」
と
う
な
ず
か
れ
た
。
そ
し
て
、「
地

元
を
離
れ
た
方
々
が
祭
り
に
戻
っ
て
く
れ
る
。
こ
の

方
々
と
の
交
流
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。
い
つ
ま
で
も
地

元
を
大
切
に
思
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
た
。 

 
 

今
後
に
つ
い
て
、「
も
う
少
し
大
々
的
な
祭
り
に
し
た

い
気
持
ち
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
若
い
方
に
リ
ー
ダ
ー

的
役
割
を
担
っ
て
頂
き
、
過
疎
化
が
進
む
地
区
を
大
い

に
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
思
い
を
語
ら
れ
る
。 

 

地
域
の
人
と
の
交
流
を
目
的
に
手
探
り
状
態
で
始
め

ら
れ
た
「
れ
ん
げ
祭
り
」
だ
が
、
今
で
は
地
域
住
民
の

結
束
を
強
め
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
み
ん
な
で
考
え
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
祭
り
を
行
う
こ
と
は
泉
町
一
丁
目
の

全
て
の
地
域
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。 

泉町一丁目れんげ祭り実行委員会 

～
み
ん
な
の
協
力
が
あ
る
か
ら
～ 

～
目
的
は
地
域
の

輪
を
つ
く
る
こ
と
～ 

 

「れ
ん
げ
祭
り
だ
よ
！
一
丁
目
」 

４
月
29
日
、
泉
町
一
丁
目
で
「
れ
ん
げ
祭
り
だ
よ
！
一
丁
目
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
「
お
っ
と
っ
と
一
座
」
、
「
峠
の
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
太

鼓
」
の
皆
さ
ん
の
演
技
や
演
奏
の
他
、
餅
ま
き
等
が
行
わ
れ
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
手
づ
く
り
の
祭
り
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。 

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
た
「
れ
ん
げ
祭
り
」
へ
の
思
い
を 

平
磯 

章 

実
行
委
員
長
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

清掃活動に汗を流される会員の皆さん 魚釣りを楽しむ参加者の皆さん 今年度の活動方針などについて協議が行われた運営委員会 地域研修で高知県方面を訪れた永木支館の皆さん 

皆さん笑顔笑顔の
楽しい一日でした！

～
み
ん
な
が
集
ま
り 

「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
と
な
れ
ば
～ 


